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令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 23 学 校 名 静岡県立掛川特別支援学校 校 長 名 赤澤 智子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

 

専

門

性 

(ア)学習指導

要 領 を 踏 ま

え、「主体的・

対話的で深い

学び」のある

授業実践を通

した実践力と

専門性のレベ

ルアップ 

 

・「日々の児童生徒の評価を

記録し、必要に合わせて指導

方法を工夫しながら、個別の

指導計画の目標を適切な指導

により達成できた」と答える

教職員 100％ 

個別の指導計画の目

標を適切な指導によ

り達成できるように

している。 

94.2％ 

 

Ａ 

教員間で児童生徒の情報

を共有し、授業のあらわれ

についての記録や話し合

いを行い、個別の指導計画

の目標向かって適切な指

導ができた。 

・「主体的・対話的で深い学び

の視点で授業改善できた」と

答える教職員 100％ 

 

話合いや助言者、授

業アドバイザー等か

らの助言を受け授業

改善している。 

95％ 

主体的・対話的で深

い学びの視点で、授

業改善している。 

98.4％ 

グループ研修における授

業研究では、協議の視点を

絞って提示したりグルー

プ編成を工夫したりする

ことで活発な話し合いが

できた。助言者から受けた

助言を基に具体的に授業

改善ができた。深い学びの

姿について追及していく。 

・「児童生徒が ICT機器を活用

した」と答える教職員 100％ 

授業で児童生徒が

ICT 機器を活用して

いる。 

90.1％ 

ICT活用研修やミニ学習会

で学んだことをいかし、授

業で児童生徒が機器を活

用する場が多く見られた。 

(イ)学校体制

で取り組むｶﾘ

ｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

12 年間の年間

指 導 計 画 と

「いきいき学

び地域と共に

よりよく生き

る人」を育て

る授業 づく

りの推進 

・「12 年間の系統性や学習指

導要領等の内容に沿って見直

した年間指導計画が作成でき

た」と答える教職員 100％ 

12 年間の系統性や

学習指導要領等の内

容を見直した年間指

導計画を作成してい

る。 

92.6％ Ａ 

音楽と体育については、12

年間の系統性ある全体計

画資料を作成し、全職員に

向けて活用の仕方や配慮

事項をについて説明した。

次年度以降、実際に活用し

ての改善点を修正して、本

校の実態に合った資料と

していく。また、図工・美

術においても同様の資料

を作成していきたい。 

(ウ)心理的安

全性の確保と

月 45 時間以

内を目指した

働き方改革の

推進 

・「働きがいとワークライフ

バランスの視点で業務改善で

きた」と答える教職員 90％ 

教職員一人一人が相

手を思いやり、働き

方改革の意識を持っ

て業務や会議の効率

化と精選を進めてい

る。 

86.1％ 

働きがいとワークバ

ランスの視点で業務

改善している。 

86.9％ 

Ｂ 

多様性を認め合う心情を

呼びかけ、悩み事をすぐに

伝えられる環境整備に取

り組んだ。来年度は、心理

的安全性の確保に向け、ア

ンガーマネジメントやア

サーションの研修に取組

む。 

夢の実現委員会を３回実

施。10分間のスッキリタイ

ムを導入し、机上と心の整

理のための時間を設けた。 
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イ 

 

安

全

・

安

心 

(ア)児童生徒

が安全に安心

して生活でき

る教育環境の

整備及び事故

等の未然防止

への行動力と

有事への対応

力の向上 

 

・管理責任者による安全点検

と美化活動の実施、危険個所

の迅速な整備 100％ 

 

毎月点検を実施。計

画的にスクールクリ

ーンを実施。 

98.3％ 

Ａ 

清掃用具の不足や破損へ

の補充や交換による環境

整備の実施。ごみの捨て

方の周知徹底を継続する｡ 

・保健、医療的ケア、給食、体
育等の重大事故発生０件 

・「ヒヤリハット等の情報を

環境整備や再発防止に活用し

た」と答える教職員 100％ 

児童生徒の重大事故

０件。 

ヒヤリハットによる

情報共有の実施。 

96.7％ 

今後も、ヒヤリハットや事

故を起こさないために、事

前にできることを、保健給

食課から発信していく。 

・マニュアルを教職員が理解

し、「有事の際の動きが分かっ

て行動できる」と答える教職

員 100％ 

・不祥事根絶。情報機器紛失

０件。個人情報紛失０件。交

通加害事故０件。不適正会計

処理０件。 

災害、緊急捜索、不

審者対応等の訓練を

実施。 

96.7％ 

情報機器紛失０件 

個人情報紛失０件 

交通加害事故１件 

不適正会計処理０件 

訓練を周知する際に、危機

管理マニュアルを開き、確

認する時間を設けた。ま

た、訓練後に実際に即した

内容に修正し、全職員に周

知した。 

不祥事根絶に向け、職員研

修を実施。法令順守を徹底

する。 

(イ)教職員、

児童生徒の人

権意識の向上

と、他者も自

分も大切にす

る心の醸成 

・「教職員一人一人が人権に

配慮した丁寧な態度や言葉遣

いができた」と答える教職員

100％ 

 

人権教育の全体研修

会と学部会を実施。

月ごとの人権目標や

振り返りシートを活

用した。 

89.4％ 

Ａ 

月初めに人権目標を周知。

月末に該当学年が教職員

や児童生徒の変容につい

て話をする場を設け、全体

で共有。今後も児童生徒へ

の「さんづけ」を徹底する。 

発達段階に応じた人

権教育、道徳教育を

各授業や朝、帰りの

会等で行っている。 

95.9％ 

講師を招聘して、教職員向

けに道徳講演会を実施。発

達段階に応じた人権教育、

道徳をテーマにした公開

授業を各学年１回以上実

施している。 

・「児童生徒が、あいさつやあ

りがとうが自分から言えた」

と答える教職員 100％ 

児童生徒は、あいさ

つや「ありがとう」

が自分から言えてい

る。 

91.0％ 

道徳教育や人権教育の指

導に難しさを感じている

教職員がいるため、実践に

繋がる学習会や講演会を

検討する。 

ウ 

 

連

携  

(ア)よりよく

生きる人を目

指した学校と

家庭、地域・関

係機関等との

協働強化 

 

・「すまいるファイルを保護

者や関係機関と共有し、面談

や進路指導に活かせた」と答

える教員 100％ 

 

すまいるファイルの

意義や校内外の活用

方法の周知 教員、

保護者への説明。 

94.2％ 

Ａ 

面談時に保護者が持参し、

活用することができたが、

学年が進むにつれ、中身が

増えるので整理が必要。継

続して活用を推進する。 

・ニーズに応じた関係者会議

や学習会を設定したり、情報

共有したりして、「必要に応じ

て保護者や関係機関と連携し

て取り組んだ」と答える教職

員 90％ 

 

ニーズに応じて関係

者会議を設定したり

情報共有したりし

て、保護者や関係諸

機関と連携してい

る。 

98.4％ 

支援会議５回（３名）、関係

者会議８回（８名）実施。

今後の支援の方向性につ

いて検討、共有、情報共有

等することができた。ま

た、中遠地区特別支援学特

別支援教育コーディネー

タ研修会を実施し、対応力

向上に努めた。 
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・校内の専門家（看護師、SC）

や校外の専門家(PT、OT、学校

医、医ケア指導医相談員等）

の活用が「有効であった」と

答える教員の評価 90％ 

栄養教諭や養護教諭

が授業に加わるなど

し、専門家による指

導助言を支援に活か

している。 

96.7％ 

栄養教諭、養護教諭とタイ

アップしたことで、食や健

康への関心を深められた。 

今後も実践を継続し、掲示

板などで周知していく。 

・「学校公開やＨＰ等で学校

の様子が理解できた」と答え

る保護者 100％ 

 

保護者や外部の方が

学校の様子を理解で

きるように、ホーム

ページや cocoo 配信

等を活用している。 

96.7％ 

学部内で担当を決めて記

事の依頼をし、計画的に更

新できた。取り組みを継続

する。 

(イ) 地域資

源(人・もの・

こと)への深

い理解とそれ

を活かした実

践や発信 

・「ふれあい活動を実施し、地

域資源(人・もの・こと)を利

用できた」と答える教職員

100％ 

 

『ふれ活』を実施し、

地域資源（人・もの・

こと）を利用してい

る。 

98.4％ 

Ａ 

「ふれ活」では、例年の活

動に加え地域の CS ㏇.と

連携し、新規で地域人材の

活用、実施をすることがで

きた。 

・地域の方々に向けた作品展

や日頃の学習活動を公開し

て、「児童生徒の理解啓発につ

ながった」と答える教職員・

外部評価 100％ 

 

地域の方々に向けた

居住地域での作品展

や日頃の学習活動の

公開などを通して、

児童生徒の理解啓発

につなげている。 

95.9％ 

地域の図書館で作品の展

示を実施。全国展、手足の

不自由なこどもの絵画写

真展にも出品し、広く地域

の人達にも本校の生徒の

作品や学校のことを周知

できた。 

・実施後アンケートで「相互

に有効な交流活動であった」

と答える本校、相手校の評価

100％ 

学校間交流や、交流

籍校の相手校と連携

を図り、相互に有効

な交流及び共同学習

を行っている。 

95.9％ 

市の Co 研修で交流学習の

意義やねらい等小中学校

への理解啓発を行えた。理

解啓発を今後も継続する。 

職員への周知についても、

足りなかった部分があっ

た。学部や職員会議でのミ

ニ学習会で行う等、工夫し

ていきたい。 

 


